
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
福井県  

取 組 の 名 称 
① 第１３回「全国高校生食育王選手権大会」の開催 

② 「ふくい味の週間」および「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」の開催 

実 施 時 期 
① 令和元年１１月１７日（日） 

② 令和元年１１月１０日（日）～１１月１７日（日） 

取 組 内 容 

 

 

 

 食育王選手権の競技の様子 

 

 

① 第１３回「全国高校生食育王選手権大会」の開催 

福井県では近い将来、自立した食生活を送ることになる高校生を対象に、毎年

「高校生食育王選手権大会」を開催しており、今年で１３回目になります。 

 食に関する知識や調理技術などについて競うことを通じて、食に対する関心を

向上させると友に、食を選択する力を身に付け、望ましい食習慣の形成を図り、

食育活動の実践を促進することを目的としています 

 予選に参加した、全国の３００チームの中から勝ち抜いた１０チームの高校生

たちが福井県産業会館に集結し、食に関する知識、調理技術、実践している食育

活動などについて競いました。 

 今年は、三重県相可高等学校のチーム「相可」が優勝し食育王に選ばれました。 

また、福井県奥越明成高校のチームが３位となりました。 

② 「ふくい味の週間」および「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」の開催 

福井県では、福井の美味しい食材（越前がに、里芋、そば等）が豊富な 

１１月の１週間（今年は１１月１０日～１７日）を「ふくい味の週間」と定め、 

ふくいの食を「学び」「味わい」「楽しむ」様々な食の催しを各市町や関係機

関、直売所、スーパー等と連携し実施しました。 

また、その最後の週末である１１月１７日に、福井県産業会館にて開催しま

した。県民が福井の食について楽しく学べる、味わえるよう、食育ゲームやク

イズ、旬の農林水産物やスイーツ、加工品の直売、福井の新ブランド米「いち

ほまれ」の試食、福井のそばや郷土料理等が味わるコーナーを設けたところ、

多くの方の来場がありました。 

 

 

 

多くの来場者でにぎわった「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」会場の様子 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

①福井市 ②福井市、県内嶺北 9市町 

③福井市、福井市環境推進会議、ファームビレッジさんさん 

④福井県、福井市、西武福井店、福井県民生活協同組合、啓新高等学校 

⑤～⑧福井市 

取 組 の 名 称 ①～③イベント・講座等での地産地消の推進（周知・啓発） 

④食品ロス削減の推進（周知・啓発）⑤～⑧学校給食における食育の推進 

実 施 時 期 ①9/16(月・祝) 11/10(日)、②9/7(土) 9/8(日)、③11/17(日) 

④9 月～10 月 ⑤～⑧4月～12月 

取 組 内 容 ①中山間食材をメインとした薬膳講座を開催しました。 

●講座内で、中山間食材の効能等の説明及び料理の実食 

●講座後、直売所にて食材を販売、レストランにてメニューを提供 

②越前ふくいマルシェを開催しました。 

●生産者等による農林水産物・加工品の販売、魚のつかみ取り、模擬田植等 

③「環境にやさしい地産地消」をテーマに環境学習講座を開催しました。 

●地産地消の説明・パネル展示及び食品ロスについての説明、実食 

④様々な関係機関が協働した食品ロス削減の推進 
 ●啓発チラシ、ハロウィンパレード、食べきりレシピの募集＆見切り品購入の促進  

●食べきりレシピ＆食材使い切りの知恵を募集し、西武福井店に展示 
【学校給食について】 
⑤食育についての周知啓発 

「小中学校の給食だより」において、朝ごはんや共食の重要性、規則正しい食習

慣などを周知し、食に関するクイズ等も掲載することで、食育の推進を図って

います。 また、給食時間の校内放送を活用し、旬の食材や「食育の祖」石塚左

玄の訓えの一つである「一物全体食」について説明をしています。 

⑥朝倉ゆめまるランチ事業 

子ども達に福井の食文化に対する理解を深めてもらい、「ふるさと福井」を愛す

る心を育てることを目的として、子ども達に人気のある献立に地場産食材を多く

取り入れました。 

⑦東京オリンピック・パラリンピック応援給食 

東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、世界各国の代表的な料理など

を学校給食に取り入れることにより、子ども達がその国の特徴や食文化などを学

び、親しみを持ってもらうことを目的として実施しています。 

⑧Facebook による情報発信 
学校給食や食育についての情報を発信することで、保護者をはじめとする多くの人

が、学校給食や食育への理解・関心を深め、家庭での学校給食に関する対話を通じて

子ども達への食育につなげることを目的として行っています。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

敦賀市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

敦賀市立東浦小学校、東浦みかん生産者 

取 組 の 名 称 東浦みかんプロジェクト 

実 施 時 期 平成３１年４月～令和２年３月 

取 組 内 容 東浦小学校校区の東浦地区活性化を目指して４年前から取り組んでいる。 

 地域の人たちと協力しながら、みかんの栽培から収穫、PRまで年間を通して活

動を行う。 

  

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

小浜市 

取 組 の 名 称 体にやさしいおやつを作ろう！ 

実 施 時 期 ８月１１日・９月７日 

取 組 内 容 おやつは、食事と食事の間に摂る「間食」として大切なものです。 

８月１１日・９月７日に「体にやさしいおやつを作ろう！」を開催しました。 

幼児向けのおやつ作りを行い、何を、どれくらい、どのようなタイミングで摂る

のがよいのか、学習していただきました。 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

大野市 

越前おおの食守フェスタ実行委員会 

取 組 の 名 称 
第１２回越前おおの 食

しょく

守
も り

フェスタ 

（結
ゆ い

の 故郷
く に

 健康・食守フェスタ 2019） 

実 施 時 期 令和元年９月２３日（月・祝） 

取 組 内 容 「越前おおの食育推進計画」（平成２９年３月改訂）の基本理念である「食守（し

ょくもり）」を市民に周知するとともに、「食」を守る担い手の活動を促進し、「結

の故郷 越前おおの」における「食育」活動の基礎づくりを目的に、市内で食に

関する活動をおこなっている団体の活動紹介するパネル展示と、試食等の体験を

提供しました。 

また、１５団体の出展協力により、食育活動を発表する展示コーナーや体験コー

ナー、パネル展示を活用したクイズラリーを実施し、クイズ参加者を対象とした

ガラガラ抽選会を開催、調味料セットやにんじんジャム、まいたけ製品等の特産

品を加工した景品で特産品の魅力をＰＲし、カトラリーやエプロン等の景品で食

に関わる機会の創出を図りました。 

今回は他課実施の体力測定会、健康フェアとの合同開催だったので、ご来場いた

だいた方々には食守のことを知り、食育について体づくりの面からも意識してい

ただくことができました。 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

勝山市 
①北谷クラブ  ② 勝山市ふるさと活性化協議会 

取 組 の 名 称 ①「田舎暮らし体験ツアー」 
② ふるさと塾（簡単イタリア風？料理教室） 

取 組 内 容 ①田舎暮らし体験ツアー ～北谷クラブ～ 

年間を通じて、「田植え、まき割り、稲刈り、報恩講料理体験」ツアーを企画

し、農作業や伝統料理などの田舎暮らしを市内外の方に体験していただくことを目

的に北谷クラブが田舎暮らし体験ツアー開催しています。各地から木根橋区を愛す

る方々が毎年体験に来ており、都市住民と地域住民との交流を通して、地域の活性

化にも繋がる取り組みとなっています。 
 
 
 
        
 
 

③簡単！イタリア風料理教室～勝山市ふるさと活性化協議会～ 

勝山市で特産化を目指すために勝山市農業公社が中心となって栽培を行っている

栄養価の高い「行者にんにく」を使った料理教室が、勝山市ふるさと活性化協議会主

催で開催されました。「行者にんにく」は幻の山菜と言われ市民にあまりなじみのな

い山菜で、料理教室では、「ペペロンチーノ」「白身魚のソテー」等のメニューを学び

ました。 
勝山市では、今後、行者にんにくを新たな特産としてＰＲしていく予定です。 

 



【様式２】

②食育月間以外の月の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井┴

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

㪆Ụᕷ

取 組 の 名 称 ձ㹼ճᑠ学ᰯと連携した食育஦業、մ食のᏳ඲Ᏻᚰ親子体験講ᗙの開催

実 施 時 期 ୗグのとおり

取 組 内 容 ձ࠙おやࡘの授業（2年生ࠚ） ͐H28㹼⥅⥆஦業（4年┠）

㪆Ụᕷ内の農ᐙが育てたᯞ㇋を使ってࣉ、 ࣟのⳫ子⫋人の指導のもと、子どもたちに

㌟近なおやࡘをసり、᪪の地元食ᮦのおいしさにゐれる機会をࡘくりました。

  ᮇ 間 9/12㹼9/13 

  対 象 㫽⩚ᑠ学ᰯ 2年生 ྜィ 76名（3ࢫࣛࢡ）

  内 ᐜ 㪆Ụ産ᯞ㇋を使⏝した「ࡎんࡔもちసり」体験で、すり㖊やすりこࡂを

使⏝したᯞ㇋の₽し᪉や、ⓑ⋢ࡔんごのసり᪉をࣟࣉのⳫ子⫋人ࣝࢢ

ーࣉが指導してくれました。    

ղ࠙うま味の授業（5年生ࠚ） ͐H28㹼⥅⥆஦業（4年┠ ඲ᰯ実᪋）

ᐙᗞ⛉のある 5 年生を対象に、ㄪ⌮学⩦ᯟの୍ࡘに出ྥき、日本人として和食࡬の

⌮ゎを῝ࡵ、「うま味」を活⏝した食ᩥ໬を伝えることを┠ⓗに出๓講ᗙを行いまし

た。味ჯỒをࡘくる授業と連携し、和食のお話や出Ồ（こんぶ、かࡘおぶし、↻ᖸ、

あわࡏ出Ồ）の㐪いなどを学び、୍ Ồ୕⳯をᇶ本とする日本人の食஦ࣝ࢖ࢱࢫはᰤ㣴

バࣛンࢫがⰋいことも伝え、ᐙᗞでの食生活にࡘなげました。

  ᮇ 間 9/19㹼11/26

  対 象 ᕷ内඲ᑠ学ᰯ（12ᰯ） 5年生 ྜィ 711名

  内 ᐜ の和食ᩱ⌮人から和食のⰋさや出Ồの㐪い、特ᚩを学び、児童がࣟࣉ

出Ồの㐪う 5✀㢮の味ჯỒの㣧みẚべ体験を行いました。

ճ 「࠙地ሙ産学ᰯ⤥食の日」(11/22)の開催͐ࠚH20㹼⥅⥆஦業（23ᅇ┠）

児童・生ᚐ・ᅬ児に㢦がぢえる地元生産者の㔝⳯は᪂㩭で味がよく、Ᏻ඲でᏳᚰして

食べることができることを実感し、㒓土の農産物࡬の㛵ᚰや⤥食にಀる人たち࡬の

感ㅰのẼᣢちを㧗ࡵることを┠ⓗに「地ሙ産学ᰯ⤥食の日」を開催しました。

日 ᫬ 11/22 

参加者 㪆Ụᕷ内බ立ᑠ・୰学ᰯ・ᗂ⛶ᅬ・保育ᡤ 約 7,300人

մ࠙食のᏳ඲Ᏻᚰ 親子体験講ᗙ開催ࠚ

୍⯡消㈝者にྥけて、食ရ⾲♧にࡘいてၨ発するたࡵ、ኟఇみᮇ間を฼⏝して、親子

体験講ᗙを開催しました。「୙ᛮ議な࣒ࣕࢪのひみࡘを᥈ࢁう㸟」と㢟し、食ရ⾲♧

のぢ᪉やᮦᩱにࡘいて学び、実㝿に࣒ࣕࢪをసり、その食ရ⾲♧ࣛ࣋ࣝも自分たちで

సᡂするという体験を行いました。

日 ᫬ 8/1   参加者 親子 54 名

  会 ሙ ーࢱンࢭ♴㪆Ụ೺ᗣ福࢖࢔࢖࢔



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

あわら市 

取 組 の 名 称 ①簡単で優しい御節料理教室 伝承料理の普及  
②こども園での取り組み 
③市内小中学校での取り組み 

実 施 時 期 ①令和元年 12 月 7 日②こども園での取り組み③学校での取り組み 

取 組 内 容 【簡単で優しい御節料理教室】の実施 （担当：健康長寿課） 
 昨年が大変好評であったため、今年も引き続き食育ス

タジオにて市内在住者を対象に、食生活改善推進員を講

師とし、御節料理教室を実施しました。５歳～80 歳まで

の男女 20 名が参加してくださいました。「市販のものと

味が全然ちがって美味しい」「濃すぎず、甘すぎず丁度

いい」などの感想がありました。幅広い年齢の方に健康づくり、伝承料理に関心をも

っていただけたと思います。 
【こども園での食育推進】（担当：子育て支援課） 

※市内の各こども園にて、食育に関わる様々な取組みを実施 
・芦原こども園…「げんきッズ」を活用した催し（クイズ等） 
        「給食まつり」食べきり運動（踊り・紙芝居等） 

・金津東こども園…「焼き芋会」 

・本荘こども園…「ランチルームでの掲示」（箸の持ち方、魚について） 

「自家栽培野菜を使用したクッキング」   

・敬愛こども園…「和風だしについての学習」 

「自家栽培野菜を使用したクッキング」 

・妙安寺こども園…「和風だしを使ったクッキング」 

 
【市内小学校での取り組み】（担当：教育総務課） 
学校給食センターでは栄養教諭が中心となり市内各小学校に出向き食育事業を実施

しました。全校生徒を対象とした事業や、担任の協力を得てクラスごとに食育事業を

行うなど積極的に取り組みました。給食の時間には「越前柿」「とみ金豚」の生産の様子

を給食委員会が中心となり、プレゼンテーションソフトを使い、ビデオ放送で紹介し、提供さ

れた柿がＪＡ花咲ふくいの柿専門部の方々のご厚意によるものだと知ると、いつも以上に感

謝の気持ちを持って食べていました。北潟小学校では毎年恒例となった祖父母学級で

の餅つき会、芦原小学校では食生活改善推進員会の協力を得て「朝ごはん応援プロジ

ェクト」の実施、中学校では地元特産品や郷土料理の調査などをおこないました。        

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

越前市 

取 組 の 名 称 食育・地産地消の推進 

実 施 時 期 ４月～１２月 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜越前市まるごと食の感謝祭＞１１月 16日・１７日 

地場野菜やそれらを使用した加工品の販売やジビエ料理のふるまいを行うな

ど、地元の食をＰＲし、食育推進団体や関係機関が各々の食育活動について発

表し、食に関する情報提供を行いました。２日間で２万３千人の来場者があり

ました。また、市内の食育団体５団体や仁愛大学等が参加し、地場産の食材を

使った料理を 100 円グルメとして実施し、食育推進団体を㏚をすると共に、地

元の食材の㏚ができました。 

＜ごはん塾の実施＞１１月１６日・１７日 

市内の５歳児を対象に、地元農家さん一緒に地元の無農薬米を使用して、薪割

りからかまど炊きまでの一連の作業を体験してもらいました。また、農村の女

性グループによる地元野菜をふんだんに使ったお味噌汁のふるまい、地元大学

生には食をテーマに紙芝居を実施してもらいました。 

＜田んぼファンクラブの実施＞ 

参加者は一年中同じ田んぼで稲作体験をし、最終日には収穫したコウノトリ呼

び戻す農法米を持ち帰れます。幅広い年齢の方が参加され、生産者と消費者

の交流の場になっています。参加者は全員で 100名程度です。 

＜越前市記念ランチ・コウ(幸)の御膳＞ 

 市の誕生月である１０月に市の特産品である食用菊を菊花汁に、緑しき部き

ゅうりをあっさり漬けにし、「越前市記念ランチ・コウ(幸)の御膳」として小

中学校で提供しました。 

＜食に関する指導の実施＞  
 石塚左玄に学ぶ食育教材「ふくいこども食育チャレンジ」を活用し、食に関する

意識を高め、正しい知識と望ましい食習慣を身につけられるよう年間計画に基づ

き家庭や地域と連携した食育を推進しています。 
<各地区にて健康食ランチバイキングを開催> ８地区で開催 

テーマは「野菜たっぷり・時短！簡単！うちごはん！～減塩で健康長寿～」、地域の小

学生からシニアまで合計約 220人に参加いただきました。食事バランスガイドを用いて

健康のための適正な食事量やバランス、減塩について学習した後、自分で選択してもら

うバイキング形式で食事を楽しみました。 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

坂井市 

取 組 の 名 称 坂井市食育市民ネットワーク全体交流会 

実 施 時 期 令和元年 11月 16日（土） 

取 組 内 容  市内の食育関係 171 団体が加入している坂井市食育市民ネットワークの全体

交流会を開催しました。 

 

１．場 所 いきいきプラザ霞の郷 

２．参加者 71名 

３．内 容 「地域の共助力を高め災害時の食に備える」 

交流会では「災害時の食に備える」をテーマに、各団体で行っている災

害時の食対策の発表や、他職種間で情報交換を行いました。会員からは「各

団体と一緒に災害時について研修することは、いざというときに役立つ。

学んだことを家や職場に知らせていきたい」との声が聞かれました。 

【講演】 

   「大規模災害時の栄養・食支援」 公益社団法人 福井県栄養士会 

   「坂井市の備蓄について」    坂井市安全対策課 

  【発表】 

   「災害時の炊き出し支援について」坂井市赤十字奉仕団 

   「福井豪雪時の食事と今後の取り組み」 

社会福祉法人 長寿幸元会 長寿園 

  【グループワーク】 

                   

 

 

 

 



【様式２】

②食育月間以外の月の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名
福井┴

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名
Ọᖹᑎ町

取 組 の 名 称 ձ １１月・・・(ࢫマࣛࢡࢧ・ࢽ࢞ࢥ࢖ࢭ)くいの地ሙ産物を味わおうࡩ

ղ 学ᰯで᥇れた㔝⳯を食べよう・・・㸵㹼１２月

ճ 育てた㔝⳯の活⏝・・・１２月

実 施 時 期 ୖグのとおり

取 組 内 容 ձ Ọᖹᑎ୰学ᰯ・・・(ࢫマࣛࢡࢧ・ࢽ࢞ࢥ࢖ࢭ)くいの地ሙ産物を味わおうࡩ

の食べࢫマࣛࢡࢧや、Ọᖹᑎ町とも㛵ಀの῝いࢽ࢞ࢥ࢖ࢭくいの特産物であるࡩ

᪉や味をとおして、㨶食࡬の㛵ᚰを㧗ࡩ、ࡵるさと福井࡬のឡ╔ᚰを育みました。

また、⤥食ጤဨ会の生ᚐがࣛࢡࢧマࢫの生ែやỌᖹᑎ町のྲྀり⤌みにࡘいて

ㄪべ、ྛ教ᐊで⤂௓を行いました。その後の࢔ンࢣーࢺでは「いࢁいࢁな人のᡭ

によって大切にᏲられていたことを知り、ఱも知らࡎに食べるより、ఱಸも⨾味

しく味わって食べられた」と、Ọᖹᑎ町が保඲活動にྲྀり⤌んでいるࣛࢡࢧマࢫ

。の親しみ、㛵ᚰが㧗まりました࡬

②Ꮫᰯ࡛᥇ࡓࢀ㔝⳯ࢆ食࠺ࡼ࡭・・・ᚿẚ໭ᑠᏛᰯ

学ᰯ農ᅬを活⏝し、ྛ学年でᵝ々な㔝⳯を育

て、཰✭した㔝⳯を⤥食に活⏝するྲྀり⤌みを

行いました。自分たちが育てた㔝⳯が⤥食に入

っていることや、その㔝⳯をみんなが食べてく

れるのがうれしいとពぢがありました。また、

大㇋をᡴち㇋にして地ᇦの人に㓄るྲྀり⤌み

も行いました。

ճ育࡚ࡓ㔝⳯のά⏝・・・ୖᚿẚᑠᏛᰯ

ୖᚿẚᑠ学ᰯ２年生が生活⛉の学⩦で育てた「大᰿」を⤥食で使⏝しました。

᪂㩭な大᰿を「⳯飯」「みそỒ」にしました。⤥食᫬間には、⤥食ጤဨから⤥食にࡘ

いて⤂௓し、その後２年生の児童が大᰿にࡘいて説明しました。

࠙⊩立ࠚ

⳯飯

∵ங

とんてき

もやしの⏑㓑和え

大᰿のみそỒ

཰✭した大᰿



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

南越前町 

取 組 の 名 称 南条学校給食週間の取組 

実 施 時 期 令和元年１２月 

取 組 内 容 南条小学校では、１２月９日～１３日に南条学校給食週間を実施しました。 

前週の１２月４日には、給食週間に向けて、食べ物や給食の仕事に携わる人へ

の感謝の気持ちを高めるため、給食集会を行いました。集会では給食委員が、給

食の歴史についてクイズを交えて紹介したり、調理員さんへのインタビューから

考えた正しい後片付けの仕方など、感謝の気持ちを表すための方法について紹介

したりしました。 

給食週間中は、ふるさと給食やリクエスト給食などの特別献立を実施し、お昼

の放送で紹介しました。給食委員会で後始末調べを実施することで、全校で感謝

の気持ちを込めた後片付けに取り組みました。また給食委員会では、調理員さん

と用務員さんに感謝のメッセージを書いたデコレーションティッシュ作りも行

いました。 

 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

越前町 

取 組 の 名 称 お魚体験の実施 

実 施 時 期 令和元年 9月 26日（木）～令和元年 10月 29日（火） 

取 組 内 容 管内の保育園児を対象に、毎年秋にお魚体験を行っています。越前町漁協女性

部の方が講師となり、各保育所・園に出向いて越前ガレイ（アカガレイ）やイカ

の一夜干しの作り方を子どもたちに教えます。今年度は 7つの保育所・園で実施

し、延べ 149人の園児が干物作りに挑戦しました。 

 「食べるということは命をいただくということ」を子どもたちに伝えるため、

魚の内臓を取り出す際には心臓がどれかを子どもたちに見せ、食べ物を粗末にせ

ず、好き嫌いなくなんでも食べられるようになるというねらいがあります。 

 このお魚体験が行われる秋は底引き網漁が盛んな時期で、多種多様な魚種が網

に係るため、漁師の方々に魚を提供していただき、子どもたちが自由に見て触れ

ることのできる体験も並行して行っています。 

 体験後、魚の苦手だった子が喜んで食べるようになったり、魚の種類に興味を

持ち、図鑑を見たり名前を覚えようとする姿が見られるなど、子どもたちに変化

がみられるようになりました。 

 

 

 

  

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

美浜町 

取 組 の 名 称 小学校２年生食育体験授業 
地場産給食 

実 施 時 期 令和元年５月～１２月 

取 組 内 容 【食育体験授業】 

野菜の働きや必要性を伝え、野菜に興味を持たせることで児童の野菜摂取量の

増加に繋げ、同時に親世代の野菜摂取量の増加を図ることを目的に町内小学校 2

年生と保護者を対象に「食育体験授業」を行い、野菜と町内の特産品である「へ

しこ」を使用したピザの調理実習と栄養教諭による野菜についての講義を行いま

した。児童からは「簡単で美味しかったのでまた作りたい」「赤黄緑の食品をバ

ランスよく食べようと思う」「家族全員で食べたい」「朝ごはんにも野菜を食べよ

うと思う」等の感想があり、保護者からは「野菜の大切さが子供に伝わる良い企

画だった」「苦手な野菜も食べていて驚いた」「親子で調理することがあまりない

のでいい機会になった」等の感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

【地場産学校給食】 
 「ふくいサーモンと秋の味覚を味わおう」をテーマに、町内の小学校 3 校と中学

校 1校に地場産給食を提供しました。主菜はふくいサーモンの竜田揚げにしました。

副菜には、さつまいも（とみつ金時）、きゅうり、生わかめ、たけのこ、にんじん、

まいたけ、ねぎを使用し、主食は美浜町産コシヒカリを使用しました。児童生徒に

は、和食の良いところや地場産物のこと、旬の食材のことなどをパワーポイントで

指導しました。児童生徒からは「福井県には地場産物の食べ物がいっぱいあること

を知ることができて良かった。」「魚はあまり好きではないけれど、ふくいサーモン

はとてもおいしかった。」「これから家でも一汁三菜を心がけたい。」等の感想があり

ました。 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提出都道府県名 

政令指定都市名 

福井県  

取 組 市 町 村 名 

取組団体・企業名 

高浜町 

取 組 の 名 称 さといも掘り 

実 施 時 期 令和元年１１月１４日 

取 組 内 容 【ねらい】 
・子供たちに、生産者の方から直接お話を聞くことで、自分が住む地域（青郷地区）で 
「さといも」が栽培されていることを知ってもらいます。 
・自分たちの手で収穫し、付着した土を洗い、ひげ根を取り除くまでの作業を行い、食べ

られるようになるまでの行程を学んでもらい、地元で野菜等を生産してくれる方への感謝

の念をもってもらいます。 
 
【実施日】 
１１月１４日 
 
【参加者】 
青郷小学校２年生 １６名 
小学校教諭 ２名 
給食センター ２名 
生産者の方 １名 
高浜町産業振興課 ３名 
 
【実施内容】 
・さといもの掘り方を指導してもらう。 
・二人一組になり、さといもを掘る 
・収穫した さといもを洗う作業（後日給食にて使用） 
・生産者の方にお礼 
・全員で約５０㎏を収穫 
 
 
 
 
 
 
 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

若狭町 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

若狭町 

取 組 の 名 称 ごはん塾・食育研修会の開催 

実 施 時 期 令和元年１１月２日（土） 

取 組 内 容 １１月２日（土）、若狭町内の親子約３０人を対象に、釜戸を使った炊飯体験と

講話を通して、ごはん食の大切さを伝える「ごはん塾」を、かみなか農楽舎にて

開催しました。 

 

食育や地産地消推進活動や有機農業の研究等で知られる保田茂神戸大名誉教

授による講話では、朝にごはんを食べることの大切さを参加児童とその保護者ら

に説明しました。特に、最近ではあまりかまない児童が多く、歯にも影響し脳の

発達にまで影響していること、また、唾液を出していないことで風邪をひきやす

くもしているということを学びました。 

 

 炊飯体験では、保田氏の指導のもと、子どもたち自らがお米を洗い、薪割りも

行い、自分で割った薪を釜戸に入れて火を付け、ごはんを炊きあげました。ごは

んは３０分ほどで炊きあがり、蓋を空けた瞬間のごはんの香り（嗅覚）を楽しみ、

その後、参加した親子で、町特産の「福井梅」や「山内かぶら」の漬物といっし

ょに炊き立ての釜戸ごはんを試食しました（味覚）。 

 

 子どもたちは次々とおかわりをし、炊きたてごはんの本来のおいしさを実感し

ていました。 

 

 午後からは、食育研修会「食べ物と子どものいのち」をテーマにごはん塾参加

保護者や若狭町食育連携会議メンバー等に対し、保田先生から講義を受けまし

た。 

 




